
 

【別紙４】 今回の地震の概要 

 

熊本地震の一連の地震活動は、4/14（木）21:26 の震度７（前震）、約 2 時間 30 分後の 4/15（金）0:03 に震度６

強の地震。そして、前震から約 28 時間後の 4/16（土）1:25 には、再び震度 7（本震）を記録した。 

これほど短期間に震度 7 クラスの内陸直下型の地震が 2 回記録されたのは観測史上初めての経験とされている。 

その後、２９７回（震度 3 以上）を超える長引く余震※と、震源が熊本県（布田川-日奈久断層帯）から大分県（別府

-万年山断層帯）の約 150km を移動し、再び熊本県でも震度 5 強が発生するなど、類を見ない地震により、高速道路

も大きな損傷を負った。 ※4/26 15：00 現在（気象庁発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）「平成 28 年（2016 年）熊本地震について（第 32 報）」H28.4.26 気象庁発表資料に、高速道路を追記 


